
    

様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９様式Ｃ－１９    

    

科学研究費助成事科学研究費助成事科学研究費助成事科学研究費助成事業（業（業（業（科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金科学研究費補助金）研究成果報告書）研究成果報告書）研究成果報告書）研究成果報告書    
平成 25年 6月 12日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
九州国立博物館の文化財用大型X線CTスキャナを駆使して九州所在彫像重要作例の三次元的解析を進め、

調査対象の内部構造把握や金属製五臓をはじめとする納入品の検出において大きな成果が得られた。調査

成果は、文化財の保存修復計画策定に向けた基礎データとして所有者や地元文化財保護関係者に還元する

とともに、九州国立博物館での展示活動を通じて積極的に公開した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Using X-ray CT scanning facilities at the Kyushu National Museum, advanced 
three-dimensional analysis of the important statue in Kyushu. As a result, the statue’s 
structure and the dedicatory objects within were detected in detail. The outcome of the 
analysis was provided to the owner and the local division of the cultural property protection.  
At same time it was released to the public actively through the exhibition activities in the 
Kyushu National Museum. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

平成 22年度 1,400,000 0 1,400,000 

平成 23年度 1,200,000 0 1,200,000 

平成 24年度 500,000 0 500,000 

総 計 3,100,000 0 3,100,000 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)福岡県立アジア文化交流センターは、独立

行政法人国立文化財機構九州国立博物館と一

体的に組織・運営されている研究機関である。 
 

(2)九州国立博物館に導入されている国内唯

一の文化財用大型X線CTスキャン装置は、総

高170cm、幅60cmまでの立体文化財を高分解

能で高速撮影でき、測定結果をコンピュータ

処理と再構築を行うことで三次元画像や断

層画像として表現できる。 
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(3)応募者は、平成 19･20年度科学研究費補助
金基盤研究（C）〔課題番号 19520128〕「文化
財用大型 X線 CTによる九州所在木彫像の内
部構造解析」を実施し、九州所在木彫像の重
要作例に関する科学的データの蓄積と公開
を進めてきた。 
 
(4)その研究成果は、日本とアジアとの文化交

流史をテーマとする常設展や特別展において

も広く一般に公開している。 
 
(5)また、文化財保存修復施設を併設している

ことから、修復着工前にX線CTスキャンによ

る内部構造解析を実施し、その調査成果を修

復計画に反映させる環境が整っている。 
 
 
２．研究の目的 

本研究は、九州国立博物館に導入されてい
る文化財専用 X線 CTスキャン装置を最大限
に活用し、銘文や納入品が存在するなど制作
年代の明らかな九州所在の基準作例やそれ
に準ずる重要作例を調査対象として取り上
げ、非接触・非破壊による詳細・精緻な内部
構造の解析や納入品の検出を実施し、日本彫
刻史研究および東アジア彫刻史研究の進展
に有益な基礎的データを蓄積・公開してゆく
ことをめざす。 
 
 
３．研究の方法 

調査対象文化財は九州国立博物館まで搬
入し、以下のような調査を実施した。 
 
(1)X線 CTスキャナを用いた科学的調査 
X線 CTスキャナを使って、対象彫像の内

部構造解析と計測をおこなった。 
 
(2)目視・表面観察による調査 
X 線 CT によって得られた結果を、あらた

めて目視・表面観察により確認・検討し、対
象彫像の構造、技法、保存状態の把握、修復
や展示活用に向けた基礎資料を蓄積した。 
 
(3)精密非破壊分析の実施 

必要に応じて、実体顕微鏡やデジタル顕微
鏡装置も活用し、目視では得られない文化財
表面の状態を調査した。また蛍光 X 線装置、
X線回折装置による精密非破壊分析も実施し
た。 
 
(4)熱溶解積層式三次元プリンタによる立体
模型の作成 

必要に応じて、熱溶解積層式三次元プリン
タを使って精巧な立体模型を作成し、内部構
造や納入品などの可視的・立体的な把握・検
討に活用した。成果品は展示公開時にも活用

した。 
 
(5)調査成果の公開と活用 

調査終了後、所有者の理解を得たうえで対
象文化財を九州国立博物館で展示公開し、調
査成果もあわせて紹介するよう努めた。また、
すべての基礎的データおよび成果は、所有者
をはじめ地元の博物館・美術館、教育委員会
等の文化財関係者にも提供し、地域全体で共
有することを目指した。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 特別展借用文化財の調査 

特別展で借用した文化財を、X 線 CT スキ
ャン装置とその他科学機器とを駆使して館
内で安全に調査を実施し、数々の成果を得た。 
2010年の特別展「京都･妙心寺 禅の至宝

と九州・琉球」では、1348（貞和 4）年制作
の宮崎・大光寺文殊菩薩騎獅像および四侍者
立像（重要文化財）、九州では 7例目の脱活
乾漆像の確認となった 17 世紀後半制作の福
岡・福聚寺釈迦如来坐像および迦葉尊者立
像・阿難尊者立像の調査が特筆される。 
2011年の特別展「黄檗‐OBAKU 京都宇

治・萬福寺の名宝と禅の新風」では、長崎・
興福寺所蔵の媽祖倚像および侍女立像につ
いて X線 CT調査の追調査を実施し、その成
果を九州国立博物館紀要『東風西声』第 7号
（2012 年）で報告した。長崎・聖福寺釈迦
如来坐像の調査では、17世紀後半の清代彫像
の内部構造が把握できただけでなく、金属製
五臓をはじめとする像内納入品の三次元画
像データが得られた。未開封で納入品の詳細
が把握できた画期的な発見となった。この成
果は、特別展終了後に報道発表や学会発表等
により積極的に公開した。さらに本調査で得
られた三次元データを利用して熱溶解積層
式三次元プリンタによる立体模型を作成し、
所蔵者への説明や地元での展示披露や、2012
年開催の文化交流展示（トピック展）「日本
医術のことはじめ‐まじないから解体新書
‐」で展示した。 

長崎・聖福寺 釈迦如来坐像像内納入五臓 
三次元プリンタ立体模型 展示風景(2012) 



(2)保存修復にともなう調査と成果の公開 
 研究期間中、九州国立博物館内の文化財保
存修復施設において保存修復が実施された
文化財 2件について、所蔵者および修理施工
者の理解と協力を得て、調査を実施した。修
理施工者とともに三次元情報を解析し、知見
を修理計画に反映させることが出来た。 
 2011年は大分・円福寺所蔵の大分県指定有
形文化財・南浦紹明（大応国師）坐像の修理
着工にあたり X 線 CT 調査を実施。昭和 63
年に実施された大分県立宇佐風土記の丘歴
史民俗資料館によるX線透過撮影調査により、
頭内に納入品が存在することは知られてい
たが、今回その詳細を三次元的に把握できた。
これらの納入品は 2012 年に一端取り出され、
各修理が施された。修理完了後、九州国立博
物館文化交流展示において修理完成記念特
別公開を開催し、像本躰や納入品の展示とと
もに X線 CT調査の成果をグラフィックパネ
ルで紹介した。2013 年には調査成果と修理
概要をまとめた『大分県豊後高田市・円福寺 
木造大応国師坐像 修理報告書』（九州国立
博物館、2013年、全 116 頁）を編集した。 
 2012 年は福岡・油山観音所蔵の重要文化
財・聖観音坐像の修理にともなう X線 CT調
査を実施した。像内の状態が良好であったこ
とを確認しただけでなく、頭部内より金属製
支持棒に結び付けられた巻子 1 巻と切り紙 1
通が納入されていることを確認した。修理完
了後、九州国立博物館文化交流展示において
修理完成記念特別公開を実施し、像本躰の展
示とともに X線 CT調査の成果をグラフィッ
クパネルで紹介した。 

大分・円福寺 南浦紹明（大応国師）坐像  
頭部三次元画像 
 
 

大分・円福寺 南浦紹明（大応国師）坐像 
像内納入品特別公開 展示風景(2012) 
 
(3)現地調査 
 X 線 CT 調査は対象文化財を九州国立博物
館に搬入して実施することが前提となるが、
保存状態の問題や信仰上の観点などから輸
送が困難なものについては、現地へ野外調査
用のＸ線源を持ち込み、周囲の安全を十分考
慮したうえで X線透過撮影調査を実施し、館
内 X線 CT調査と同等の成果を現場で得るこ
とが出来た。 
 2012年には長崎・聖福寺釈迦如来坐像（元
禄 11年・1698年安置）の脇侍像である迦葉
尊者立像・阿難尊者立像、旧禅堂本尊の白衣
観音坐像のX線透過撮影調査を現地で実施し
た。両脇侍像からは中尊と同形の金属製五臓
が、白衣観音像からは別タイプの金属製五臓
が検出できた。3 軀いずれも 17 世紀末から
18世紀前半の清代彫像であり、中国清代彫像
の像内納入品の実態を知るうえで重要な作
例として注目される。 
 同年、長崎・興福寺の釈迦三尊像について
も現地におけるX線透過撮影調査を実施した
ところ、中尊・釈迦如来坐像の像内に金属製
五臓と鏡が納入されていることを確認した。
それを受け、翌 2013 年、中尊については九
州国立博物館まで搬入して X線 CT調査を実
施した。その結果、五臓をはじめとする納入
品の詳細を三次元的に把握できただけでな
く、五臓の一部材に寄進者と思われる人物名
が打ち出されていたことが判明、またその五
臓を包みこむように巻子本が納入されてお
り、そこには金属質の粉を膠で溶いた顔料で
書したと考えられる『般若波羅密多心経』お
よび明・萬暦 44 年(1616)の年号と結縁交名
が確認された。多くの交名があるなか、「浙
江嘉興府」とあり、交名した一族の本貫と推
測された。これらのことから、本像が興福寺
の創建(1620 年)を遡る萬暦 44 年(1616)に浙
江省嘉興府付近で制作され、17世紀における
活発な日中交流のなかで長崎に請来された
ものと結論づけられた。長崎の地で中国明代
彫像の基準作例を得ることができ、中国彫刻
史研究上も注目される成果となった。今後、
調査成果をまとめ公表する予定である。 



長崎・興福寺 釈迦如来坐像 
X線 CT調査風景 

長崎・興福寺 釈迦如来坐像 
像内納入金属製五臓の三次元画像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長崎・興福寺 釈迦如来坐像 
像内納入巻子本 『般若波羅密多心経』およ
び結縁交名の三次元画像 
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